
大学入学共通テストの「情報」に関する要望 
 
2020 年 10 月 21 日に、2025 年からの大学入学共通テストとして、「情報」を追加するなど

した素案について報じられました。私たち８大学情報系研究科長会議は、大学入学共通テス

トへの「情報」の追加を支持し、その実現を要望します。 
 
現状では、我が国の情報教育は、情報を専門とする大学・高等専門学校等を除けば、初等中

等教育、大学教育とも十分なものとは言えません。このままの状態が続けば、ポストコロナ

時代の新たな情報化社会である Society 5.0 の実現の困難や、急速かつ高度に情報化してゆ

く国際社会における我が国の競争力の低下が懸念されるところです。 
 
これに対し、新指導要領における必履修科目である「情報Ⅰ」は、プログラミングやデータ

サイエンスの初歩を含む内容となっています。大学入学共通テストにおいてこれに対応す

る「情報」が設定され、各大学が「情報」の点を入試に活用することで、「情報Ⅰ」の学習

内容の確実な定着を促すことになります。このことは、Society 5.0 の実現に貢献し、情報

通信技術による地方活性化や少子高齢化対策への可能性を拡大させ、我が国の国際競争力

にも大きな貢献をするものと期待されます。また、これを前提として大学での情報教育をレ

ベルアップさせることで、文系を含むあらゆる分野の研究の格段の深化が期待されます。あ

わせて、学問分野としての「情報」への理解を促すことになり、高度な情報人材のさらなる

レベルアップと世界的リーダーの輩出、ならびに、繰り返し不足が叫ばれている我が国の情

報系人材の抜本的な充実につながることが期待されます。このため、2025 年からの大学入

学共通テストにおける「情報」の設定を要望します。 
 
高度な情報通信技術の活用は、行政やビジネスの分野でも必須です。政府による「デジタル

庁」の創設や、企業におけるデジタルトランスフォーメーション(DX)の動きなどは、この認

識が広く共有されていることを示しています。Society 5.0 の実現のためには、行政や企業

の働きを担う文系の生徒・学生が、確たる情報の基礎知識を有することが必要です。理系に

おいては、もはや情報通信技術なくして活動はできません。各大学が「情報」を入試に活用

できるようにするため、他の教科の中の選択問題ではなく、独立した教科として、全員が受

験できるようにすることを要望します。 
 
一方で、現実には様々な状況があり得ます。例えば、高等学校によってはしばらくの間、情

報を専門に学修した教員が不足する場合もあるでしょう。これらの現実の事情に配慮して、

各大学が適切な経過措置を取ることが望ましいと考えます。あわせて、経過措置の期間中は、

高等学校教員・生徒の参考となるよう、各大学は将来の方向性を示す必要があります。 
 
なお、「情報Ⅰ」の内容は基礎的なものですが、日々変化を遂げている情報技術を考慮しま

すと、暗記科目となってしまうことはむしろ危険でもあります。作問においては、情報の本

質を理解した上で、論理的に考えさせる問題とするよう、十分に配慮をお願い致します。 



 
また、一部では情報端末を用いた CBT が望ましい等の意見があるようですが、大量の機器

の準備の必要性と、当日のトラブルの危険性を考えると、現在の技術環境では、筆記試験が

適切であると考えます。特に、ベストエフォートのサービスであるインターネットを試験に

使うことは厳に避けるべきです。端末を用いれば、障害等を持つ受験生への配慮も必要とな

ります。「情報」は学問体系であって、機器の操作の能力を測ることは、情報の学習成果を

評価するにあたって本質的ではありません。 
 
新指導要領には「情報Ⅰ」・「情報Ⅱ」という２つの教科が設定されていますが、大学入学共

通テストに関して現在検討されている「情報」は、「情報Ⅰ」に対応する試験教科と理解し

ています。我が国全体の情報技術の利活用の高度化のために、将来的には「情報Ⅱ」を含む

試験教科も大学入学共通テストに設定されることが望ましいと考えます。 

 

情報という学問は、数学や理科と同様、体系的な学問です。情報の可能性を活用して我が国

の社会の未来を切り拓くために、今後も情報関連の教育課程の改良を重ね、将来的には、小

学校から大学に至る、体系的で総合的なカリキュラムを構築することが重要であると考え

ます。 

 
急速に変貌しつつある国際社会と、確実に進んでいる少子高齢化を目の前にしている今、我

が国の情報教育の転機が望まれています。私たちは、大学入学共通テストにおける独立した

「情報」教科の設定の実現を要望し、その実現のために必要な協力を惜しみません。また、

各大学の入試において大学入学共通テストの「情報」への理解を促進し、活用を働きかけ、

それを活かした大学入学後の情報教育の高度化に尽力し、次世代の高度情報化社会の実現

に寄与して参ります。この機に「情報」の重要性を改めて認識いただき、将来への新たな展

望をひらく判断がなされることを希望いたします。 
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